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去る平成22年10月3日（日）13時から、北海道社会保険病院 講堂で行われた臨時総会は、総会員数763

名中、598名の出席（委任状570名含）のもと開催され、全ての議案に対し承認を頂きました。参加、そして委任

状を提出頂いた会員の皆様へ、役員一同お礼を申し上げます。 

なお、新定款および会費規程に抜け落ちていた部分があったことから、原案の骨子に変更がない程度の修

正として理事会にて修正することを総会にて報告の上、総会終了後の理事会において修正を実施、10月4日

(月)道庁の法人団体課へ公益社団法人移行申請を提出しました。 

理事会にて修正した部分については下記の通りとなっておりますので、会員の皆様の周知とご理解の程、

宜しくお願い致します。 

 

○修正点１ 

新定款において、①現行定款上に存在する賛助会員が抜け落ちていたことから、賛助会員の追加、②現

行の会員規程内容や現会員状況に照らし、普通会員の文言に「臨床工学技士の資格を有した個人」が抜け

落ちていたことからこの文言を追加。 

＜公益社団法人北海道臨床工学技士会定款＞ 

【訂正前】 

第 5 条 この法人の会員は、次の三種とする。 

(1) 普通会員 この法人の目的に賛同して入会の申込みをした個人又は団体 

(2) 特別会員 学識経験者で、総会においてこの法人の運営に寄与するものとして承認された者 

(3) 名誉会員 この法人に対して功績のあった者として会長の推薦を受け、総会で承認された者 

（訂正内容）↓（３）第 5 条 普通会員の変更、賛助会員の追加↓ 

臨時総会の様子 
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去る9月19日に北大学術交流会館において医療安全セミナー

が開催されました。５回目を迎えたこのセミナーですが、今回

は「人工呼吸器関連安全対策 あなたのところは大丈夫？」と

いうテーマのもと、連休中にもかかわらず多数のご参加をいた

だき無事盛会に終了することができました。 

また何かとご多忙のなか自治医科大学 高山 詩穂 先生、国

立病院機構八雲病院 高山 学 先生、日本シャーウッド株式会

社 湯村 ひかり 先生、シーメンスヘルスケア・ダイアグノス

ティクス株式会社 横山 稔 先生には、貴重なご講演をいただ

き誠にありがとうございました。座長を引き受けてくださいま

した諸先生含め、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

【訂正後】 

第 5 条 この法人の会員は、次の四種とする。 

(1) 普通会員 この法人の目的に賛同して入会の申込みをした臨床工学技士の資格を有した個人 

(2) 特別会員 学識経験者で、総会においてこの法人の運営に寄与するものとして承認された者 

(3) 賛助会員 この法人の目的に賛同し、事業を賛助するため入会した個人又は団体 

(4) 名誉会員 この法人に対して功績のあった者として会長の推薦を受け、総会で承認された者 

 

○○○○修正点２ 

会費規程において、①普通会員を正会員とする誤記載があったことから訂正、②新定款に会員として規定され

ている特別会員について規定が抜け落ちていることから追加訂正。 

＜会費規程＞ 

【訂正前】 

第２条 正会員の年会費は、５千円とする。 

第３条 賛助会員および賛助団体の年会費は、一万円とする。ただし、会長は、理事会の議決を経て、会費の

納入を要しない賛助会員を置くことができる。 

第４条 名誉会員は会費を納めることを要しない。 

【訂正内容】↓第２条 正会員を普通会員と訂正、第３条として特別会員についての規定の追加、↓ 

（訂正後） 

第２条 普通会員の年会費は、五千円とする。 

第３条 特別会員の年会費は、五千円とする。ただし、会長は、理事会の議決を経て、会費の納入を要しない

特別会員を置くことができる。 

第４条 賛助会員および賛助団体の年会費は、一万円とする。ただし、会長は、理事会の議決を経て、会費の

納入を要しない賛助会員を置くことができる。 

第５条 名誉会員は会費を納めることを要しない。 

以上 

「気管吸引で患者様を苦しめてい

ませんか？」にて湯村ひかり先生 
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■ 会   期  2010年 12月 5日（日）   

■ 会   場  札幌コンベンションセンター 

       〒003-0006 札幌市白石区東札幌 6条 1丁目 1-1 

■ 大 会  長  室橋高男 

■ 演題登録期間 2010年 10月 26日（木）～ 11月 18日（木） 
  
上記日程で第2１回北海道臨床工学会が開催されます。  

会員みなさまの日常業務及び創意工夫、研究など奮って多数の演題発表をお願い申しあげます。  

時節柄、御多忙のことと存じますが多数の参加をお願い申しあげます。  

詳細は（社）北海道臨床工学技士会ホームページをご覧下さい。 

 

 

◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆        演題演題演題演題発表者発表者発表者発表者のののの皆様皆様皆様皆様へへへへ    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    ◆◆◆◆    

１． ご発表頂きます時間の少なくとも30分前までに必ず会場受付にお越し下さい。試写と通過確認を致

します。ファイルが開かないなどのトラブルを考え早めにお越し下さい。 

２． 一般演題一般演題一般演題一般演題はははは口演口演口演口演 7777 分分分分、、、、討論討論討論討論 3333 分分分分としますとしますとしますとします。。。。時間厳守時間厳守時間厳守時間厳守でおでおでおでお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします。。。。一般講演発表者は発表予

定時間 10 分前には次演者席にご着席下さい。 

３． 登録時登録時登録時登録時はははは、、、、口演口演口演口演・・・・ポスターポスターポスターポスターをををを選択選択選択選択できますができますができますができますが、、、、演題数演題数演題数演題数によってはによってはによってはによっては事務局事務局事務局事務局にてにてにてにて変更変更変更変更するするするする場合場合場合場合がありまがありまがありまがありま

すのですのですのですので、、、、ごごごご承承承承知知知知おきおきおきおき下下下下さいさいさいさい。。。。 

４． 全会場、コンピュータープレゼンテーションのみが可能です。35mm35mm35mm35mm スライドスライドスライドスライドでのでのでのでの発表発表発表発表はおはおはおはお受受受受けできけできけできけでき

ませんませんませんませんのでご注意下さい。発表中のスライド操作は発表者に行って頂きます。音声の利用はできま

せん。 

５． 発表データファイルを保存した CD-R、USB フラッシュメモリのメディアをお持込み下さい。過去の例

では、古い OS の PC で焼いた CD-R のファイルが開けなかった、あるいは USB メモリが受け付け後

に読み込み不能となった事例がありましたので CD-R と USB フラッシュメモリの両方でお持ち頂くこと

を強く推奨致します。MO やフロッピーディスクなど他のメディアはご利用できませんので予めご了承

下さい。 

６． 事務局にてご用意しておりますパソコン（Windows）には OfficeXP の PowerPoint 2003 をインストール

しております。上記環境にて正常に作動するデータのご用意をお願い致します。 

対応ソフトは Windows 版 Microsoft の Power Point のみです。 

７． Macintosh で作成したファイルは Windows で動作確認をしてからお持ち下さい。 

８． 動画は可としますが、そのファイルを作成した PC 以外で再生する場合は動画へのリンクの再設定が

必要になります。また事務局で用意する PC に動画再生に必要な Video codec が Install されていな

い場合は、再生できないことが多々ありますのでご自分の PC を持参して下さい。 

９． ファイルの修正は PC 受付コーナーで対応できるようにします。 

10．フォントは文字化けを防ぐため、下記フォントを推奨します。 

■日本語・・・・・MS ゴシック、MS 明朝 

■英 語・・・・・Century、Century Gothic 

11．発表された方は原稿を会誌に掲載いたしますので、この後の投稿規定をよく読み、当日当日当日当日、、、、受付受付受付受付にににに    

投稿原稿投稿原稿投稿原稿投稿原稿をををを提出提出提出提出してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。    
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「 （「 （「 （「 （ 社社社社 ）））） 北 海 道 臨 床 工 学 会北 海 道 臨 床 工 学 会北 海 道 臨 床 工 学 会北 海 道 臨 床 工 学 会 」」」」     投 稿投 稿投 稿投 稿 ・・・・ 執 筆 規執 筆 規執 筆 規執 筆 規 定定定定    
1. 北海道臨床工学技士会会誌では、研究論文、研究速報、症例報告など、出来るだけ他誌に未発表

の原稿を掲載します。 

2. 投稿は北海道臨床工学技士会会員とします。 

3. 原稿提出の基本 

1） 原稿の大きさはA4判（縦使用）横組み、パソコンにて、1行40字×40行（1600字）にしてくださ

い。 

2） 図表はA4用紙に図表だけをプリントアウトした物を提出してください。 

3） 原稿枚数は規定しませんが、図表の合計は10点以内を目安にしてください。 

4） 図表を含めた提出原稿は、原本の他にコピーを添付してください。 

5） 作成した原稿は、プリントアウトしたもの1部とCD-Rまたは3.5inchのフロッピー（Windowsのﾌｫｰﾏ

ｯﾄでワード文かﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙで保存）を添付してください。なお、提出して頂いたメディアは返却

致しません。 

4. 投稿原稿の採否は、編集会議で討議し決定します。また、編集規定に従い、原稿の加筆、訂正、削

除などをお願いする場合もあります。 

5. 原稿執筆の順序 

1） 見だし番号は以下の様にしてください。 

     １. ＿＿＿＿＿＿見だし 

       1）. ＿＿＿＿＿＿小見だし 

        (1) 

2） 研究論文、研究速報および症例報告の記載は以下の様にしてください。 

    １. 緒言   （はじめに、まえがき） 

    ２. 研究方法 （対象、症例、方法） 

    ３. 研究結果 （結果） 

    ４. 考察 

    ５. 結論   （結語、まとめ、おわりに） 

6. 参考文献の記載方法 

  本文中の参考文献番号は右肩付文字で下記要領で記載してください。なお、共著の場合は、その

氏名を3人とし、3名以外の扱いは、「3人目の氏名,ほか:」と記載してください。 

1） 参考文献の書き方 

     （1）雑誌の場合 

         ・著者名,共著者名,共著者名,ほか : 論文題名, 雑誌名巻(号); 初頁-終頁,発行年. 

     （2）単行本の場合 

         ・著者名 : 書名. 版, 出版地. 出版社. 発行年. 初頁-終頁 

7. 図表の規定（写真は図として扱う） 

1） 図表に使用する文字は明朝体を使用して下さい。 

2） 提出する図表は、白黒で光沢鮮明な手札以上の写真、または同等以上の解像度を有したもの

にしてください。 

3） 表題は、図は図の下に、表は表の上に記載してください。 
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平成 22 年 9 月 26 日、旭川市市民文化会館にて「旭川市開村 120 年記念式典」が開催され、当会会員、

監事をお務めであり、初代会長であった井関竹男氏が北海道臨床工学技士会での業績が認められ、旭川

市開村 120 年記念表彰受賞（保健福祉・衛生功労）となられました。  

 旭川市は明治 23 年 9 月 20 日、旭川・神居・永山の 3 村が置かれてから本年で 120 年目となり、この記念

すべき年に当り今日の旭川市の礎を築かれた先人の業績を改めて振り返り讃えるとともに、市民の皆様の

御功労に深い感謝の意を表し、併せて未来へ向かっての限りない発展を祈念するため記念式典が開催さ

れました。  

 井関氏の功績は、平成元年 4 月「臨床工学技士の職業倫理を高揚し、学術技能の研鑽および資質の向

上」を目的に全国に先駆け北海道臨床工学技士会を発足させたが、この時「人工心肺、呼吸療法、ME、

ICU・手術室、高気圧酸素治療、人工透析」などバラバラであった道内の 6 種の各団体間の調整を図り、初

代会長に就任され、その後 9 年間会長を歴任された後、引き続き理事として活動され、平成 15 年 4 月に社

団法人化、現在は当会の監事の役を担っておられます。  

 一方、平成 4 年 4 月から平成 14 年 3 月まで日本臨床工学技士会理事としての重責を果たされるなど、こ

の 22 年間、職能・学術団体である当会の活動を支え、旭川市民及び道民の医療、福祉の進歩充実にご尽

力を頂いた功績が認められたものであります。 

 

(社)北海道臨床工学技士会一同、受賞のお祝いを申し上げます。 

「旭川市開村 120 年 

記念表彰」を受賞した 

井関竹男氏(北彩都病院） 

旭川市開村 120 年記念表彰状 
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◆◆◆◆RMRMRMRM ニュースニュースニュースニュース◆◆◆◆    
 

＜＜＜＜呼吸器装着呼吸器装着呼吸器装着呼吸器装着ミスミスミスミスでででで患者死亡患者死亡患者死亡患者死亡＞＞＞＞    

 大阪市の病院で 6月 12日午前 10時頃、肺炎な

どで入院中の男性患者（87）に酸素を供給する補

助器具の装着口を誤って取り付け、約 1時間後に

呼吸不全などにより死亡させた疑いで 40代と 50

代の看護師 2人が書類送検された。また、誤装着

の報告を受けながらも 24 時間以内に警察署へ届

け出なかった疑いで同病院の 40 代の医師も書類

送検となっている。 

警察によると看護師 2人は「取り付け方を理解

していなかった」と供述していることから装置の

取り扱いによるマニュアルや教育が出来ていな

かったと考えられる。 

（2010年 8月 9日 提供：共同通信社） 

＜＜＜＜機器誤作動機器誤作動機器誤作動機器誤作動でででで低血糖見逃低血糖見逃低血糖見逃低血糖見逃すすすす＞＞＞＞    

神奈川県の病院は 25 日、有機リン中毒で入院

治療中に死亡した市内の男性患者（当時 79 歳）

の遺族と賠償額 1000万円で示談が成立した。 

 病院によると、男性は 2007 年 5月に農薬を誤

飲し入院、解毒治療を行っていた。高カロリー輸

液も行われていたため、血糖値を下げるためにイ

ンスリンの注射を実施。そのため低血糖にならな

いように血液検査と血糖測定器にて血糖値を測

定したが、測定器の方は解毒剤と反応し、誤作動

を起こしていた。そのため発見が遅れ高次脳機能

障害が生じ、2009年 3月に死亡した。 

 取り扱い説明書には誤作動の可能性は書かれ

ていたが、メーカーからの注意喚起のようなもの

はなかったという。 

（2010年 8月 26日 提供：毎日新聞社） 

    

 

 

 

 

広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会    委員長委員長委員長委員長        

  
旭川赤十字病院 奥山 幸典 

 

このたび広報委員会の委員長に就任いたし

ました旭川赤十字病院の奥山と申します。これ

まで約 6 年にわたり技士会ニュースの原稿作

成、リーフレット作成などを担当して参りまし

たが、今回委員長という重要なポストに任命さ

れ大変恐縮しております。 

われわれ広報委員会が担当している業務は

技士会ニュースのみならず、会誌の編集・発行

作業、技士会ホームページ関連、リーフレット

作成、配布など多岐にわたり、北海道臨床工学

技士会の動向を広く会員の皆様へ周知して頂

けるよう日々努めております。 

しかしながら他の医療職種に比べまだまだ

知名度の低さを感じているのも事実でして、今

後この臨床工学技士という業務、重要性を医療

業界内のみならず、広く一般国民まで如何にア

ピールしていくか、そのためには他の広報メン

バーの方々と協力しながら自分自身何ができ

るか、今後の更なる検討課題と考えておりま

す。 

まだまだ課題は山積みですが、広報担当理事

はじめ他の広報委員メンバーおよび会員のみ

なさまの御協力のもと、広報業務の一躍を担え

ればと考えております。至らない点など多々あ

るとは思いますが、どうぞ宜しくお願い致しま

す。 

今年度より（社）北海道臨床工学技士会の各

委員会において委員長、副委員長が任命され、

各委員会の体制が強化されることとなりまし

た。 

そこで、今号より数回に分けて各委員会の委

員長に紹介も兼ねて挨拶をいただくこととな

りました。 

今回は広報委員会です。 



2010-(7)                 (社)北海道臨床工学技士会ニュース                ２０１０年９月 

ような未回収製品による健康被害の発生を防

止するため、貴職においては、薬務主管課と

医務主管課の協力の下、貴管下政令市、保健

所設置市及び特別区と連携の上、医療機関等

の関係者に対して、下記の内容について周知

し、医療機器の回収を行う際の対応の徹底を

お願いいたします。 

 

薬食発０７２６第３号  

平成２２年７月２６日 

 

 

各都道府県知事 殿 

 

厚生労働省医薬食品局長 

 

 

ジャクソンリース回路等の医療機器の回収

における対応の徹底について（依頼） 

 

 

麻酔用呼吸回路等に含まれているジャクソ

ンリース回路（別添図参照。以下「ジャクソ

ンリース回路」という。）のうち、別紙に掲

げる製品については、気管切開チューブ等と

の組合せにより閉塞のおそれがあるため、平

成１３年から１４年にかけて製造販売業者等

による自主回収が行われました。  

しかし、平成２０年１１月に未回収品によ

る事故が発生したため、再度の回収が行われ、

平成２０年１１月１９日付け厚生労働省医薬

食品局安全対策課長通知「ジャクソンリース

回路の回収等について（注意喚起及び周知依

頼）」により、注意喚起及び周知依頼を行っ

たところです。関係学会等の協力も得て出来

うる限りの回収は行われているところです

が、別紙のとおり今回の確認で多数の製品が

新たに回収されており、医療機関等における

未回収製品の残存を完全には否定できませ

ん。  

つきましては、ジャクソンリース回路の未

回収製品の回収の徹底を図るとともに、この 

ジャクソンリース回路等の医療機器の回収における対応の徹底について（依頼） 

記 

 

1.  医療機関等においては、各種呼吸器回路

との接続によって閉塞のおそれがある旧

式タイプの別紙記載製品を保有していな

いかを改めて確認し、保有している場合

には、直ちに使用を中止し、各製造販売

業者又は購入した医療機器販売業者に返

却すること。  

（各製品の製造販売業者等の連絡先につ

いては、別紙を参照すること）  

2. 医薬品及び医療機器等について、重篤な

健康被害が発生するおそれのある回収が

行われた場合等、医薬品及び医療機器等

の安全性に関する特に重要な情報が発出

された際に、その情報を速やかにメール

によって配信する「医薬品医療機器情報

配信サービス」が、独立行政法人医薬品

医療機器総合機構において運営されてお

り、以下のＵＲＬから登録できるので、

積極的にご活用いただきたいこと。  

3. 製造販売業者等から回収の依頼があった

場合は、回収漏れがないように各医療機

関内の関係者で情報が共有され、保有す

る製品を適切に確認するなど、回収にご

協力いただきたいこと。 
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【参考】  

医薬品医療機器情報配信サービス  

http://www.info.pmda.go.jp/info/idx-push.html 

医薬品等の回収  

http://www.info.pmda.go.jp/kaisyuu/menu.html 

医療機器の回収  

http://www.info.pmda.go.jp/kaisyuu/menu_kiki.

html 

（留意事項）本通知の内容については、貴管下

医療機関の医療安全に係る安全管理のための

委員会の関係者、医療安全管理者、医薬品・医

療機器の安全使用のための責任者等に対して

も周知されるようご配慮願います。 

（問い合わせ先）  

厚生労働省医薬食品局  

監視指導・麻薬対策課  

TEL: 03-5253-1111（内線2766、2763）  

FAX: 03-3501-0034  

安全対策課  

TEL: 03-5253-1111（内線2751、2758）  

FAX: 03-3508-4364 
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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恵佑会札幌病院 

小丹枝 磨 

（吉田学園医療歯科専門学校 卒業） 

 

私は今年、臨床工学技士の国家試験に合格

し、4 月から恵佑会札幌病院に勤務していま

す。看護師である母の影響から医療の仕事に

就きたいと思っていた私は現在、人工透析業

務にかかわり忙しい毎日を送っています。 

透析業務は朝が早く、1 日の勤務時間も長

く、変則勤務もあり毎日緊張の連続です。ま

た、透析は機械の調整・整備だけでなく、患

者様と接する機会がとても多く、コミュニケ

ーションが重要になります。患者様が今、具

合が悪いのか、何をしてほしいのか、家での

体調や今日の体調はどうなのかなど、より良

い透析を受けてもらうためには患者様との、

しっかりとしたコミュニケーションが必要だ

と思います。学生時代には、責任の重さにつ

いて実感がありませんでしたが、実際に現場

に出て、自分の行動が患者様の命に繋がると

いうことを日々感じています。 

 

入職して 5 ヶ月がたちますが、勤務をしてい

くにつれ、学生の時に学ばなかった薬剤の効

果や検査データなどの読み方、医学知識や機

械に対する知識が全く不十分であり、もっと

勉強しなければと思います。さらに、社会人

として先輩や上司、患者様に対する話し方や

挨拶などの大切さを感じています。 

 少しずつですが、仕事も覚え 1 人で任せら

れることもあり、どきどきしながらも、うま

くいった時は達成感もあり、出来るようにな

ったという喜びもあります。患者様にありが

とうと笑顔で言われるともっと頑張ろうと思

います。 

これからは自分の行動が患者様の命にかか

わることを改めて理解し、責任感を持って仕

事をしていきたいと思います。一つ一つの業

務をミスが起きないようしっかりと行い、医

学知識や技術を学んでいきたいと思います。

私は少し積極性が足りないところがありま

す。まだまだ、覚える仕事はたくさんあるの

で、先輩から教わるのを待つだけでなく、積

極的に新しい仕事を覚えていき早く先輩方の

ように頼りになれる臨床工学技士の一人にな

りたいと思います。 

 

このコーナーは、平成 2１年度の卒業生で（社）北海道臨床工学技士会より表彰を受け

た道内臨床工学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語っても

らうコーナーです。 

今回は、3 月に吉田学園医療歯科専門学校を卒業し、現在恵佑会札幌病院にて勤務中の

小丹枝 磨（こにし おさむ）さんです。 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は

（社）北海道臨床工学技士会ホームページまた

は各記載の web サイトをご覧ください。 

    

************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 11 月 23 日（火、祝日） 

「尾崎塾講座        

血液ガス と 酸･塩基平衡データが読める！」 

会場 札幌市教育文化会館 講堂（4F） 

札幌市中央区北 1条西 13丁目 

http://www.kobe.zaq.jp/ozakijuku（要申込）    
************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 11 月 28 日（日） 

「第 78 回 北海道透析療法学会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌 6 条 1 丁目 1-1 

http://www.dotoseki.net/ 
************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 12 月 19 日（日） 

「第１回北海道呼吸療法セミナー」 

会場 札幌医療科学専門学校 大講堂 

札幌市中央区南 4 条西 11 丁目 

************************************************************************************************************************************************************************    

2011 年 2 月 24（木）～ 26 日（土） 

「第38回日本集中治療医学会学術集会」 

会場 パシフィコ横浜  

横浜市西区みなとみらい1-1-1 

http://www.congre.co.jp/jsicm2011/ 

************************************************************************************************************************************************************************    

    

平成２２年度７月～９月までの理事会において 

以下の報告・協議がされました。 

 

・委員会メンバーの選出 

・各委員会活動報告 

・後援依頼の承認 

・公益社団法人移行認定に向けた資料作成 

・新定款・各種規程の作成 

・公益認定等審議会へ仮申請 

・臨時総会開催に向けて 

************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 10 月 16 日（土）、10 月 17 日（日）、 

10 月 23 日（土）、10 月 24 日（日） 

「第 3回ＭＤＩＣ認定セミナー」（札幌会場） 

 会場 札幌医療科学専門学校 大講堂 

札幌市中央区南 4 条西 11 丁目 

http://www.jsmi.gr.jp/（要申込） 
************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 10月 17日（日） 

「第１回卒後教育セミナー~論文の書き方と 

統計処理をしっかり学ぼう！~」 

会場 ムトウ本社６階 

札幌市北区北 11条西 4丁目 1番地 

http://hcea.umin.ac.jp/（要申込） 

************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 10 月 23（土） 

「第 10 回急性期 NPPV 研究会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌 6 条 1 丁目 1-1    

http://www.philips-respironics.jp/seminar/ 

（要申込） 
************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 10 月 30（土）～ 31 日（日） 

「第 36 回日本体外循環技術医学会大会」    

 会場 仙台国際センター 

仙台市青葉区青葉山無番地 

http://jasect36.umin.ne.jp/index.html 
************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 11 月 14 日（日） 

「第３回血液浄化工学ビデオセミナー」 

会場 中外札幌支店 会議室 

   札幌市中央区北３条西４丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/（要申込） 

************************************************************************************************************************************************************************    

2010 年 11 月 20（土）～ 21 日（日） 

「第 16 回 日本 HDF 研究会学術集会」 

 会場 神戸国際会議場 

    神戸市中央区港島中町 6 丁目９番１号 

http://hdf2010.jp/index.html 
************************************************************************************************************************************************************************    

 



2010-(12)               (社)北海道臨床工学技士会ニュース                  ２０１０年９月 

 



2010-(13)                 (社)北海道臨床工学技士会ニュース                 ２０１０年９月 

 

 



2010-(14)                 (社)北海道臨床工学技士会ニュース                ２０１０年９月 

印刷 
 

前田印刷株式会社 

〒078-8233 

旭川市豊岡３条６丁目 

２番２０号 

 ０１６６－３４－０１１１ 

 

 
北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当     仁友会 北彩都病院 臨床工学科 石川幸広 

          旭川赤十字病院 臨床工学課 脇田邦彦 

編集委員      旭川赤十字病院 臨床工学課 奥山幸典 

          旭川リハビリテーション病院 木村吉治 

仁友会 北彩都病院 臨床工学科 野尻 誠 


